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IIjima
テキスト注釈
有機溶媒の場合は、絶対値（mg/L）での測定はできません。
理由：水の場合は飽和溶存酸素量が分かっており、飽和表の数値がDO計にプログラミングされていますので、そのときの水温の飽和溶存酸素の値でスパン校正をして測定できます。（例：20℃の場合8.84mg/L）
しかし有機溶媒の場合は、飽和溶存酸素の値が分かっていませんので、水のように基準となる飽和値（mg/L）でスパン校正を取ることができないため、絶対値（mg/L）での測定ができません。そのため有機溶媒の場合、飽和率（％）での測定となります。

方法：水の飽和水を作製し（500ｍLの水で10～20分エアレーション）、その飽和水をB-506Sの飽和率モードで測定し、その時の値を飽和率100％として校正を取ります。
次に測定したい溶媒を同じ飽和率モードで測定し、先ほどの飽和率100％に対する比（飽和率：％）で読み取ります。
あくまでも、水で校正をとっているため参考値となります。

参考：有機溶媒の飽和水作製について
有機溶媒の飽和水の作製方法は決められたものがありません。各溶媒についてどのくらいエアレーションすれば飽和状態になるか不明で、また、その確認方法がないためです。
仮に測定する有機溶媒の飽和溶液を作製することができたのなら、その飽和溶液で校正を取り、それとの比較で飽和率（％）で測定することができます。

縣 さよ子
ノート注釈
縣 さよ子 : Unmarked

縣 さよ子
ノート注釈
縣 さよ子 : Accepted

縣 さよ子
ノート注釈
縣 さよ子 : None
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